
編
集
後
記

この春は中目黒が一段と変化します。 

4月2日はＧＴの日 

少
し
ず
つ
春
ら
し
い
風
が
心

地
よ
く
穏
や
か
な
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
副
都
心
線
が
乗

り
入
れ
て
便
利
に
な
っ
た
中
目

黒
が
、
今
年
は
早
め
に
桜
の
時

期
を
迎
え
、
一
年
で
一
番
華
や

か
な
中
目
黒
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
中
目
黒
が
本
領
を

発
揮
す
る
季
節
の
連
続
で
す
。 

地
域
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と

し
て
、
活
気
づ
く
中
目
黒
の
中

心
施
設
と
し
て
、
Ｇ
Ｔ
の
存
在

が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
発
信
媒

体
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

1月10日（木）～1月24日（木） 1月25日（金）～2月8日（金） 

3月14日（木）～3月28日（木） 2月12日（火）～2月26日（火） 

冬
か
ら
春
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
レ
ポ
ー
ト

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
毎
回
、

地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
彩
な

作
品
を
飾
っ
て
い
ま
す

防
犯
・
防
災
シ
リ
ー
ズ

防
災
備
蓄
品
の
整
備 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

シ
ン
ボ
ル「
く
す
の
木
」に

　 

　
命
を
吹
き
込
む

ＧＴギャラリーカレンダー 

　
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
中
目

黒
地
域
在
住
で
、
作
品
展
示
を
希

望
さ
れ
る
方
の
ご
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
展
示
の
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
　
譁
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

　
０
３
（
５
７
０
４
）
０
０
４
６ 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
午
前
九

時
よ
り
午
後
十
時
ま
で
の
ご

鑑
賞
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
ご
案
内

三
月
十
六
日
、
東
横
線
・
副
都
心
線
相
直
開
始
！ 

GTニュースのバックナンバーはGTホームページからどうぞ 

相
互
直
通
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
は
―
―
―
―

混
雑
緩
和
と
通
勤
時
間
―
―
―
―

三
月
十
六
日
（
土
）
始
発
か
ら
東
急
東
横
線
と
東
京
メ
ト
ロ
副
都

心
線
が
相
互
直
通
運
転
と
な
り
ま
し
た
。
東
横
線
渋
谷
駅
が
閉
鎖
さ

れ
、
新
た
に
渋
谷
地
下
の
副
都
心
線
駅
と
一
体
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
、
横
浜
の
元
町
・
中
華
街
か
ら
埼
玉
県
南
西
部
、
東
武
東
上
線
、

西
武
池
袋
線
も
繋
が
り
一
つ
の
路
線
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の

中
で
も
中
目
黒
駅
は
、
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
の
東
横
線
乗
り
入
れ

が
終
了
と
な
り
、
乗
換
駅
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
中
目
黒
駅
の
改
修
も
進
ん
で
お
り
、
昨
年
末
に

は
Ｇ
Ｔ
側
南
改
札
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、
乗
降
の
利
便
性
が
一
段

と
向
上
し
ま
し
た
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン
を
初
め
、
中
目
黒
へ
の
集
客
手

段
と
し
て
よ
り
一
層
有
効
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

蜷 

中
目
黒
駅
で
の 

　
　
　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト 

蜷 

以
前
の
く
す
の
木 

③秋本不二春水彩画展

②けんじの世界・宮林謙次展

④新井正子水墨画展

①ほのぼのパステル画展

▲ 先端がカットされた 
　シンボルツリーくすの木 

▲ トップページイメージ 

▲ 災害備蓄品の一部 

直
通
運
転
に
よ
り
埼
玉
方
面
か
ら
Ｇ
Ｔ
に
通
勤
す
る
皆
さ
ん
に
も

恩
恵
が
あ
り
ま
す
。川
越
か
ら
中
目
黒
ま
で
最
短
五
十
五
分
、飯
能
か

ら
は
六
十
五
分
程
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
乗
り
入
れ
は
五
社
の
路
線

が
一
本
に
な
り
、副
都
心
線
は
、全
て
の
列
車
が
東

横
線
へ
直
通
運
転
と
な
り
ま
す
。東
横
線
か
ら
副

都
心
線
へ
は
一
時
間
に
十
四
本
が
直
通
と
な
り
、

合
わ
せ
て
特
急
、
急
行
が
八

両
編
成
か
ら
十
両
に
増
え
て

通
勤
時
の
混
雑
緩
和
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。ま
た
、東
横
線

は
ピ
ー
ク
時
の
横
浜
・
渋
谷

間
の
所
用
時
間
が
約
二
分
短

縮
さ
れ
中
目
黒
へ
の
通
勤
も

早
く
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
相
互
直
通
運
転
は
、
埼
玉
西
南

部
、
川
越
市
や
飯
能
市
な
ど
と
も
一
路

線
と
し
て
繋
が
り
ま
し
た
。 

川
越
市
は
東
武
東

上
線
の
主
要
都
市
で

小
江
戸
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
蔵
造
り
や

下
町
風
の
菓
子
屋
横

町
な
ど
風
情
の
あ
る

街
並
み
で
す
。 

ま
た
、
西
武
池
袋
線
の
飯
能
は

山
並
を
抜
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
が
数
多
く
あ
り
、
都
内
か

ら
も
多
く
の
家

族
連
れ
が
訪
れ

ま
す
。
十
一
月

に
は
一
大
イ
ベ

ン
ト
飯
能
祭
り

が
行
な
わ
れ
ま

す
。 

繋がった 
　東武東上線・ 
　　西武池袋線沿線駅 

新しくなった相互直通後の運転状況 

新しい運行路線 

東京メトロ（株）説明資料より 

飯能 

川越 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
ス
タ
ー
ト
当

初
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

施
設
広
報
や
、
場
所
案
内
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
年

経
過
し
た
の
で
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
店
舗
の
お
得
な

最
新
情
報
や
、
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
、

施
設
内
地
図
、
必
要
用
紙
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
な
ど
、
お
住
ま

い
の
皆
様
へ
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
見
や
す
く
使
い
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
、
運
用
後

も
引
き
続
き
改
善
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
竣
工
か
ら
地
下
一
階
広
場
で

多
く
の
皆
さ
ん
を
見
守
っ
て
き
た

「
く
す
の
木
」
が
、
根
元
の
制
限

か
ら
、
背
は
伸
び
る
も
の
の
鬱
蒼

と
す
る
く
す
の
木
の
イ
メ
ー
ジ
に

は
ほ
ど
遠
い
状
態
の
為
、
三
月
二

日
成
長
維
持
の
改
善
作
業
を
行
な

い
ま
し
た
。
横
へ
の
成
長
を
促
し

多
く
の
葉
を
つ
け
さ
せ
る
為
に
幹

の
先
端
を
カ
ッ
ト
し
、
背
丈
を
下

げ
る
対
応
と
、
根
の
成
長
を
促
進

す
る
為
土
壌
の
入
れ
替
え
を
行
な

い
栄
養
剤
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
末
永
く
、
Ｇ
Ｔ
の
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
と

し
て
、
Ｇ
Ｔ

広
場
で
来
訪

さ
れ
た
皆
さ

ん
や
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を

見
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
を

Ｇ
Ｔ
の
み
ん
な
が
願
っ
て
い
ま
す
。 

Ｇ
Ｔ
で
は
震
災
な
ど
の
災
害
時

に
対
応
す
る
為
、
管
理
組
合
と
し

て
災
害
備
蓄
品
を
保
管
し
て
い
ま

す
が
、
備
蓄
品
に
よ
っ
て
は
期
限

が
あ
る
も
の
も
あ
り
随
時
入
れ
替

え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
三
月
に

は
新
た
に
、
居
住
者
用
と
し
て
、

簡
易
ト
イ
レ
、
救
出
工
具
な
ど
を

追
加
購

入
し
備

蓄
品
の

充
実
を

図
っ
て

ま
い
り

ま
す
。 

①
獺
画
会
作
品
展 

　
四
月
十
五
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
　
三
十
日（
火
） 

②
金
子
以
伸
水
彩
画
展 

　
五
月
七
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
二
十
一
日（
火
） 

③
丸
田
悦
子
作
品
展 

　
五
月
二
十
二
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
三
十
一
日（
金
） 

④
東
山
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
展 

　
六
月
三
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
七
日（
月
） 

⑤
関
　
雲
・
紺
野
　
慶
展 

　
六
月
十
八
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
七
月
三
日（
水
） 

中
目
黒
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イ
ベ
ン
ト
報
告 

目
黒
川
桜
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
対
策 

ホ
リ
デ
ー
「
Ｇ
Ｔ
春
ま
つ
り
」 

　
ゴ
ス
ペ
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル 

Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会 

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト 

一
足
早
い
春
の
賑
わ
い
を 

お
　
願
　
い 

蛇
崩
川
緑
道
面
に 

　
　
　
Ｇ
Ｔ
案
内
板
新
設 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

宮
林
謙
次
氏
の
作
品
が
は
と
バ
ス
へ 

五
月
十
九
日
（
日
）
十
三
時
か

ら
、
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
主
催
の

「
く
す
の
き
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
Ｇ
Ｔ
広
場
で
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
商
店
会
か
ら
の
賞
品

付
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー

ム
等
楽

し
い
ひ

と
と
き

を
お
過

ご
し
下

さ
い
。 

中
目
黒
駅
改
修 

東
急
東
横
線
と
東
京
メ
ト
ロ
副

都
心
線
の
相
互
運
転
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
て
い
る
中
目
黒
駅
改
修
で

Ｇ
Ｔ
側
に
南
口
改
札
口
が
開
設
さ

れ
、
Ｇ
Ｔ
へ
の
通
勤
者
な
ど
の
利

便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
方
向
案

内
板
な
ど
は
順
次
整
っ
て
行
く
と

の
こ
と
で
全
て
が
完
成
す
る
と
、

駅
構
内
を

は
じ
め
大

き
く
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま

す
。 

中
目
黒
駅
に
新
改
札
口
が
開
通

し
、
Ｇ
Ｔ
へ
の
導
線
が
便
利
に
な

り
ま
し
た
が
、
出
て
す
ぐ
に
植
栽

が
あ
り
、
Ｇ
Ｔ
が
見
え
に
く
く
、

蛇
崩
川
緑
道
上
へ
上
が
っ
て
も
付

近
に
Ｇ
Ｔ
表
記
が
無
く
、
樹
木
や

柱
の
為
に
Ｇ
Ｔ
施
設
へ
の
導
線
が

分
か
り
ず
ら
い
と
の
ご
意
見
が
あ

り
、
植
栽
内
に
写
真
の
よ
う
な
、

案
内
板
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。 

今
後
は
見
通
し
の
良
い
、
導
線

へ
の
改
善
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

中
目
黒
駅
の
新
改
札
口
が
ス
タ

ー
ト
し
て
、
Ｇ
Ｔ
へ
の
人
の
流
れ

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
毎
年

Ｇ
Ｔ
正
面
に
こ
の
時
期
飾
っ
て
い

た
、
春
の
花

畑
を
、
蛇
崩

川
緑
道
か
ら

Ｇ
Ｔ
に
入
る

銀
行
側
に
設

置
し
ま
し
た
。

三
月
十
六
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
、

目
黒
川
の
桜
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
季

節
に
一
足
早
い
、
色
と
り
ど
り
の

春
の
花
で
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
、

副
都
心
線
か
ら
の
、
新
し
い
お
客

様
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。 

東
横
線
渋
谷
駅 

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦 

Ｇ
Ｔ
で
も
歓
迎
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
！ 

歓

迎

横

断

幕 

歓
迎
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

▲ 新改札口 

▲ 渋谷駅での作業前打合せ 

▲ 物産展の出展店舗 

▲ 春の花畑 
▲ 駅側イルミネーション 

▲ 新たに設置されたＧＴ案内板 

▲ 開会式の様子 

▲ 玉串奉天の様子 

▼ 参加ゴスペルグループ 
　 の一部 

▲ 福原さんの篠笛演奏 

▲ 乾杯の一コマ 

▲ 昨年のくすのきまつり 

▲ 寄贈された作品 

▲ はとバス本社での贈呈シーン ▲ 目黒川桜マップ 

▲ 昨年の目黒川桜 

く
す
の
き
ま
つ
り 

二
月
十
六
日
、
十
時
三
十
分
か

ら
、
東
横
線
渋
谷
駅
で
東
急
と
目

黒
区
商
店
会
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
、
駅
ホ
ー
ム
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
三
月

十
五
日
で
最
後
と
な
る
駅
の
利
用

前
に
、
み
ん
な
で
綺
麗
に
し
て
あ

げ
よ
う
と
の
イ

ベ
ン
ト
で
目
黒

区
長
も
参
加
し

総
勢
三
十
名
で

清
掃
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、
東
横
線
・

副
都
心
線
の
相
互
直
通
運
転
に
際

し
、
歓
迎
を
表

す
横
断
幕
を
、

地
域
な
ど
と
協

調
し
駅
側
に
掲

示
し
て
Ｐ
Ｒ
を

行
な
い
ま
し
た
。 

横
断
幕
と
同
様
に
、
駅
側
の
蛇

崩
川
緑
道
沿
い
の
植
栽
に
明
る
い

中
目
黒
、
明
る
い
Ｇ
Ｔ
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
白
色
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
、

三
月
十
六
日

直
通
運
転
開

始
日
か
ら
四

月
七
日
ま
で
、

午
後
五
時
三

十
分
か
ら
十

一
時
の
間
、
点
灯
し
て
い
ま
す
。

光
り
で
桜
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て

歓
迎
し
て
い
ま
す
。 

第
六
天
社
一
月
例
祭 

一
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
三

時
か
ら
、
境
内
に
お
い
て
、
中
目

黒
八
幡
神
社
宮
司
の
司
式
に
よ
り

崇
敬
会
の
皆

様
に
よ
る
一

月
例
祭
が
行

な
わ
れ
ま
し

た
。 

東横線・副都心線相互直通運転歓迎！ 

小江戸川越物産展＆観光キャンペーン 

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ
 

Ｇ
Ｔ
で
は
、
今
回
の

相
互
直
通
運
転
を
歓
迎

し
て
三
月
二
十
三
日
（
土
）

二
十
四
日
（
日
）
の
二

日
間
に
亘
り
、
め
ぐ
ろ

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

後
援
、
目
黒
区
協
賛
に

よ
る
川
越
地
域
の
物
産

を
集
め
た
、「
小
江
戸

川
越
物
産
展
と
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
川
越
市
観

光
課
と
株
式
会
社
ま
ち

づ
く
り
川
越
の
協
力
を

得
て
、
地
域
物
産
の
出

展
や
川
越
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
と
き
も
」
ち
ゃ
ん
も

登
場
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
一
役

買
っ
て
い
ま
し
た
。 

初
日
二
十
三
日
は
、
午
前
十
時

か
ら
、
会
場
の
タ
ワ
ー
前
広
場
で
、

Ｇ
Ｔ
管
理
組
合
か
ら
朝
倉
理
事
長
、

白
石
理
事
長
、
青
木
目
黒
区
長
、

中
目
黒
駅
長
な
ど
関
係
者
が
出
席

し
開
会
式
が
開
か
れ
、
相
直
に
よ

る
新
し
い
交
流
を
歓
迎
し
て
い
ま

し
た
。 

日
程
　
四
月
七
日
（
日
） 

時
間
　
十
三
時
か
ら
十
六
時
 

場
所
　
Ｇ
Ｔ
広
場
 

内
容
　
ゴ
ス
ペ
ル
イ
ベ
ン
ト
 

抽
選
会
な
ど
 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
多
く

の
地
域
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を

展
示
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

油
絵
の
宮
林
謙
次
氏
も
そ
の
お

一
人
で
す
が
、
毎
年
展
示
会
を
開

催
さ
れ
、
力

強
い
作
風
が

見
る
側
を
圧

倒
し
て
い
ま

す
。
Ｇ
Ｔ
ニ

ュ
ー
ス
で
も

取
り
上
げ
、
Ｇ
Ｔ
マ
ン
シ
ョ
ン
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、「
東
京
駅
と
は
と

バ
ス
」
と
題
し
た
作
品
が
、
は
と

バ
ス
譁
の
本
社
に
飾
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
二
月
二
十
一
日
に
、
ご

本
人
か
ら
は
と
バ
ス
本
社
に
、
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

色
々
な
題

材
を
作
品

に
反
映
さ

せ
て
い
き

た
い
と
の

事
で
し
た
。 

今
年
は
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が

早
ま
り
ま
し
た
が
、
都
内
で
も
屈

指
の
「
目
黒
川
の
桜
」
へ
多
数
の

花
見
客
が
訪
れ
る
た
め
、
安
全
対

策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

昨
年
の
同
シ
ー
ズ
ン
の
週
末
に

お
い
て
、
中
目
黒
駅
で
の
対
応
が

困
難
に
な
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
年
は
目
黒

区
を
中
心
に
安
全
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
地
域
町
会
、
商
店
会
を
は

じ
め
目
黒
警
察
、
消
防
な
ど
が
一

堂
に
会
し
て
、
ゴ
ミ
、
ト
イ
レ
、

誘
導
、
違
法
出
店
な
ど
を
含
め
た

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
体
制
の
構

築
を
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
対
策

案
は
左
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

①
中
目
黒
駅
の
改
札
を
一
方
通
行

に
し
て
誘
導
す
る
。（
Ｇ
Ｔ
側

は
出
る
方
向
） 

②
ゴ
ミ
対
策
と
し
て
持
ち
帰
り
を

啓
発
す
る
。 

③
週
末
は
監

視
員
が
巡

回
す
る
。 

④
事
前
に
近

隣
店
舗
に

公
道
で
の

出
店
自

粛
要
請

を
行
な

う
。 

　
多
く
の

皆
さ
ん
に
、

目
黒
川
の

桜
を
楽
し

ん
で
い
た

だ
く
為
、

地
域
ぐ
る

み
で
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す

の
で
、
来
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

も
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

歩
道
の
植
木
へ
犬
の
お
し
っ
こ

は
や
め
さ

せ
ま
し
ょ

う
！
 

植
木
が
枯

れ
て
し
ま

い
ま
す
！
 

一
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
三

時
か
ら
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
前

に
は
新
春
に
相
応
し
く
、
福
原
徹

さ
ん
に
よ
る
篠
笛
・
能
管
の
演
奏

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
の
ス
タ

ー
ト
は
新
春
鏡

開
き
に
よ
る
輝

か
し
い
幕
開
け

と
な
り
出
席
者

五
十
名
の
皆
さ

ん
は
名
刺
交
換

や
、
懐
か
し
い

話
な
ど
閉
会
ま

で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

四
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
四
時
ま
で
、
Ｇ
Ｔ
広
場
で
は
、

桜
の
季
節
に
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
Ｇ

Ｔ
春
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
地
域
の
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
「
ホ
リ
デ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ラ

イ
ブ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
み
ん

な
で
歌
う
コ
ー
ナ
ー
や
、
参
加
募

集
な
ど
こ
れ
か
ら
、
継
続
的
に
育

て
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
目
黒
川
の
桜
見
物

で
の
ゴ
ミ
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
携

帯
ゴ
ミ
袋
の
配
布
な
ど
環
境
に
も

配
慮
し
た
、
Ｇ
Ｔ
発
信
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な

っ
て
い
ま

す
。 
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